
講義 通年
学習教
育目標

住吉光介

必修 ２単位 B SUMIYOSHI Kohsuke

水素原子

授業開始時に指示する。

第２７回

第２１回
第２２回
第２３回
第２４回

後期中間試験

光電効果・光子

等速回転運動と水素原子

科目目標
(到達目標)

自然現象を物理法則のもとで理解すること。前期：波動現象について理解すること。波の基
本的な物理量、音や光の現象における物理法則を取り扱うこと。後期：静電場の性質、力学
との関連を理解すること。原子世界での物理法則の考え方を理解し、物理量のスケールを把
握すること。

物理（１年次）

定期試験の平均成績を７０％、授業に対する積極性・レポート・問題演習等を３０％として評価
する。６０点以上を合格とする。

高等学校物理I、物理II（実教出版）、プログラム物理IB下（秀文堂）

第２５回
波動の粒子性（Ｘ線）
電子の波動性

第２６回

１年物理の知識を元に、自然現象や日常生活で現れる事柄に潜む物理法則について実験
例を通じて学ぶ。定性的な理解を深めるとともに、数式を用いて定量的に物理法則を扱う。前
期には波動現象、音、光に関する法則による記述と現象の取り扱いについて学ぶ。後期には
静電場の基礎について学び、原子・原子核の世界での量子論の初歩的な概念について学
ぶ。

備　　考

原子核と放射線
後期期末試験

第２８回
第２９回
第３０回

オフィス
アワー

第１８回
第１９回
第２０回

第１５回
第１６回
第１７回

ガイダンス・静電気

ミクロの世界・波と粒子

前期中間試験

第４回

第１２回
第１３回
第１４回

第８回

第１１回

第５回
第６回
第７回

第９回
第１０回

まとめ・問題演習

クーロンの法則
電場
電位
点電荷による電位

ドップラー効果

光の干渉・回折
前期期末試験

音波の性質
弦の振動
気柱の振動

光の性質

波の反射
波の屈折
波の干渉・回折

波の重ね合わせ・定常波

ガイダンス・波の基本量
波の式・正弦波
波の式・進行波

授業計画

第１回
第２回
第３回

評価の基準
と方法

関連科目

概要

教科書
器材等

学科
学年

科目
分類

Ｃ２ 担当
物理

Physics


